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こ
つ
こ
つ
教
室

　
早
い
時
期
か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症

を
予
防
し
て
、
骨
を
元
気
に
し
ま

し
ょ
う
。

対
市
内
在
住
の
方

日
　
月
８
日
（
水
）
午
前
　
時
～

１２

１０

午
後
３
時
　
分
３０

場
健
康
福
祉
会
館

内
午
前
＝
骨
密
度
測
定
・
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
、
運
動
の
話
と
実
技
、

午
後
＝
骨
粗
し
ょ
う
症
の
病
態
と

治
療
、
予
防
食
に
つ
い
て

講
整
形
外
科
医
師
、
健
康
運
動
指

導
士
、
栄
養
士
、
保
健
師

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

６０
※
昨
年
度
、
同
教
室
に
参
加
さ
れ

た
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
町

１１

２２

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。

健
康
案
内

健
康
案
内

健
康
案
内

問
健
康
課
辺辺
７
２
５
・
５
１
７
８

返
７
２
５
・
５
１
９
８

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
・
肝
が
ん
治

療
体
験
者
の
話
を

聞
い
て
み
ま
せ
ん
か

日
　
月
４
日
（
土
）
午
後
１
時
～

１２
３
時
　
分
３０

場
健
康
福
祉
会
館

内
完
治
者
・
投
与
中
の
方
の
体
験

談
（
副
作
用
、
治
療
法
、
治
療
費
、

療
養
等
）

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

４０
申
電
話
で
町
田
肝
友
会
事
務
局

（
辺辺
７
２
９
・
４
３
０
０
、
受
付

時
間
＝
月
・
水
・
金
曜
日
、
午
前

　
時
～
午
後
３
時
）
へ
。

１１問
健
康
課
辺辺
７
２
５
・
５
４
７
１

返
７
２
５
・
５
１
９
８

市
民
公
開
講
座

　
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
、
薬
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　
直
接
会
場
へ
お
い
で
下
さ
い
。

日
　
月
４
日
（
土
）
午
前
　
時
　

１２

１０

３０

分
～
正
午

場
町
田
市
民
病
院

内
①
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は
ど
ん
な

病
気
？
②
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
薬

の
は
な
し

講
①
町
田
市
民
病
院
リ
ウ
マ
チ
科

・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
部
長
・
緋
田
め

ぐ
み
氏
、
②
同
病
院
薬
剤
科
科
長

・
上
野
雄
一
郎
氏

定
１
５
０
人
（
先
着
順
）

※
託
児
（
１
歳
６
か
月
～
就
学

前
）
希
望
者
は
受
付
で
お
申
し
出

下
さ
い
。

※
手
話
通
訳
者
が
つ
き
ま
す
。

問
町
田
市
民
病
院
医
事
課
辺辺
７
２

２
・
２
２
３
０
（
内
線
７
１
３
６
）

  
ひ
か
り
療
育
園
臨
時
職
員

勤
務
期
間
２
０
１
１
年
１
月
１
日

～
３
月
　
日
（
更
新
可
）

３１

勤
務
日
時
月
～
金
曜
日
の
午
前
８

時
　
分
～
午
後
５
時
（
原
則
）

３０
勤
務
場
所
ひ
か
り
療
育
園

内
施
設
利
用
者
へ
の
生
活
全
般
の

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

介
助
等

募
集
人
員
１
人

申
　
月
　
日
ま
で
に
電
話
で
ひ
か

１１

３０

り
療
育
園
（
辺辺
７
９
４
・
０
７
３

０
）
へ
。

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
相
談
嘱
託
員

資
格
（
財
）
日
本
臨
床
心
理
士
資

格
認
定
協
会
が
認
定
す
る
臨
床
心

理
士
資
格
を
所
持
、
ま
た
は
指
定

大
学
院
を
修
了
し
、
資
格
取
得
が

可
能
で
あ
る
方
＝
若
干
名

勤
務
期
間
２
０
１
１
年
４
月
か
ら

勤
務
日
時
週
４
日
、
午
前
８
時
　４５

分
～
午
後
５
時

勤
務
場
所
町
田
市
教
育
セ
ン
タ
ー

選
考
方
法
第
一
次
選
考
（
小
論

文
）
＝
２
０
１
１
年
１
月
　
日
２７

（
木
）
午
前
、
第
二
次
選
考
（
面

接
・
実
技
等
）
＝
２
月
　
日
（
月
）

２１

・
　
日
（
火
）

２２
選
考
会
場
同
セ
ン
タ
ー

申
履
歴
書
に
記
入
の
う
え
、
１
月

　
日
ま
で
（
必
着
）
に
郵
送
で
教

１２育
セ
ン
タ
ー（
〒
　
―
０
０
３

１９４

６
、
木
曽
東
３
―
１
―
３
、
辺辺
７

９
２
・
６
５
４
６
）
へ
。

町
田
市
立
小
・
中
学
校

産
休
育
休
代
替
教
員
・
講
師

　
町
田
市
立
小
・
中
学
校
で
勤
務

で
き
る
、
産
休
・
育
休
代
替
の
臨

時
的
任
用
教
員
及
び
講
師
の
登
録

を
希
望
す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

申
履
歴
書
を
郵
送
で
指
導
課
（
〒

　
―
０
０
２
２
、
森
野
１
―
　
―

１９４

３３

　
、
辺辺
７
２
４
・
２
１
７
９
）
へ
。

１０ 人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

講

演

会

　
　
月
４
日
～
　
日
は
世
界
人
権

１２

１０

宣
言
の
採
択
を
記
念
す
る
人
権
週

間
で
す
。
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
差

別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
権
を
正

し
く
理
解
し
、
行
動
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
人
権
週
間

に
あ
わ
せ
、
様
々
な
啓
発
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
は
人
権
を
考
え
る
つ
ど
い

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

襖

押

欧

殴

横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押押

押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押
押

殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴

　
高
齢
者
が
働
く
こ
と
を
通
し
て

健
康
で
生
き
が
い
を
感
じ
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
活
力
の
あ
る

地
域
社
会
作
り
に
貢
献
す
る
と
と

も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
、

親
し
ま
れ
る
シ
ル
バ
ー
を
目
指
し

て
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
会
員
に
な
る
に
は
】

対
　
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

６０
の
あ
る
方
、
自
己
の
能
力
を
い
か

し
て
社
会
奉
仕
活
動
に
生
き
が
い

を
持
っ
て
参
加
で
き
る
方

※
毎
月
行
っ
て
い
る
入
会
説
明
を

受
け
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
方
が
、

理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
員
と
な

り
ま
す
。

年
会
費
１
０
０
０
円

【
会
員
が
働
く
に
は
】

　
希
望
す
る
職
種
を
登
録
し
、
自

分
の
体
力
、
能
力
、
希
望
に
応
じ

て
、
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
仕
事
は
シ
ル
バ
ー
か
ら
請
負
・

委
任
の
形
式
で
引
き
受
け
ま
す
。

　
公
平
な
就
業
の
た
め
、
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
就
業
し
ま

す
。
就
業
し
た
配
分
金
は
翌
月
の

支
給
日
に
支
払
わ
れ
ま
す
。
会
員

と
シ
ル
バ
ー
・
発
注
者
の
間
に
雇

用
関
係
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
仕
事
中
や
仕
事
先
と
自
宅
の
往

復
時
に
怪
我
を
し
た
場
合
は
、
シ

ル
バ
ー
団
体
保
険
が
適
用
さ
れ
ま

す
。
　
な
お
、
就
業
機
会
や
収
入
確
保

の
保
障
が
無
い
た
め
、
多
く
の
収

入
を
望
む
方
に
は
不
向
き
で
す
。

【
仕
事
の
発
注
は
お
気
軽
に
外
】

　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

下
さ
い
。
臨
時
・
短
期
的
な
就
業

を
条
件
に
し
て
い
ま
す
。

　
発
注
先
の
方
と
混
在
し
て
就
業

す
る
こ
と
や
、
発
注
者
の
指
揮
命

令
の
下
で
就
業
す
る
仕
事
は
、
お

引
き
受
け
し
て
い
ま
せ
ん
。

【
こ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
】

○
専
門
技
術
・
技
能
の
仕
事

　
経
理
事
務
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
、

洋
裁
、
和
裁
、
植
木
 剪
 定
、

せ
ん

 襖
 ・
ふ
す
ま

障
子
・
網
戸
張
り
、
刃
物
研
ぎ
、

設
備
保
守

○
管
理
の
仕
事

　
駐
車
場
・
駐
輪
場
整
理
、
施
設

管
理
、
建
物
・
倉
庫
・
物
品
管
理

○
一
般
作
業
の
仕
事

　
屋
内
の
仕
事
（
清
掃
、
梱
包
、

エ
ア
コ
ン
洗
浄
、
ラ
ベ
ル
張
り
）、

屋
外
の
仕
事
（
清
掃
、
除
草
、
芝

刈
り
、
荷
造
り
、
洗
車
）

○
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事

　
家
事
手
伝
い
、
洗
濯
、
保
育
補

助
、
着
付
け
、
話
し
相
手

※
お
囃
子
、
盆
踊
り
太
鼓
、
葬
祭

事
業
も
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

※
町
田
リ
サ
イ
ク
ル
文
化
セ
ン
タ

ー
で
、
回
収
品
を
補
修
・
再
生
し

て
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
辺辺

７
９
８
・
２
１
３
４
へ
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

１２月のＢＣＧ予防接種 問健康課辺辺７２５・５４２２返７２５・５１９８
持ち物対　象受付時間会　場期日

母子手帳
予診票

３か月以上
６か月未満
の子ども

午前１０時～１１時３０分

鶴川市民センタ
ー

３日
（金）

小山市民センタ
ー

１５日
（水）

午前１０時～１１時３０分
午後１時３０分～３時健康福祉会館２０日

（月）

 １２月の母子健康案内　お気軽にご相談下さい 問健康課辺辺７２５・５４２２返７２５・５１９８
内　容対　象時　間開催日会　場事業名

快適なマタニティライ
フのために１日目

１６～２７週の
妊婦

午後１時３０分～４時

３日（金）

健康福祉会館

もうすぐママ・
パパのための
ぷれぴよクラス
（母親学級）
─４日間コース─
（申し込み制）

妊娠中の日常生活と保
育、妊婦体操（実習）２日目１０日（金）

歯の衛生、生活と栄養３日目１７日（金）

もく浴法（実習）、グ
ループワーク４日目午前１０時～午後０時３０分１８日（土）

離乳食の進め方のお話と試食４～５か月児
午前９時５５分～１１時４５分
受付　午前９時３０分から

１３日（月）
または
２７日（月）

初期
健康福祉会館

離乳食講習会
（申し込み制）

※後期の申し込みのみ１１
月２２日から電話で町田市
コールセンター（辺辺７２４・
５６５６）へ。

離乳食後期のお話と試食、歯の
話８～９か月児１７日（金）後期

身長・体重測定
保育相談
栄養相談
歯科相談
母親の身体の相談

２か月～
就学前の
子どもと
保護者

受付
午前９時４５分～１１時３０分
午後１時３０分～３時

６、１３、２０、２７日
（月）健康福祉会館

乳幼児・母性相談

※母子手帳をお持ちのう
え、直接会場へおいで下
さい。

１０日（金）子どもセンター
ばあん

２日（木）鶴川分館

１５日（水）リサイクル文化
センター

８日（水）堺市民センター

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
お
早
め
に
外
 

問
清
掃
工
場

　
辺辺
７
９
７
・
２
７
３
２

高
齢
者
の
知
識
と
経
験
を
社
会
に
い
か
す

（
社
）町
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
数
３
５
４
０
人
（
男
性
２
５
９
５
人
、
女
性
９
４
５
人
）
（
10
月
15
日
現
在
）

７
２
３
・
２
１
４
７ 　

７
２
４
・
０
４
０
７

http://m
achida-sjc.com

/

辺辺

返

娩

シ
ル
バ
ー
く
ん

や
は
り

　
　

さ
す
が

　
　
　
　

こ
の
次
も

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１１

２８

４
時

場
ま
ち
だ
中
央
公
民
館

内
ア
フ
ガ
ン
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
～
教
育
復
興
の
現
場
は
い
ま

講
セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
　
園
田
智
也
氏

定
１
５
４
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
月
　
日
正
午
か
ら
電
話
で
町

１１

２２

田
市
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー（
辺辺
７
２

４
・
５
６
５
６
）
へ
。
保
育
希
望

者
（
２
歳
以
上
～
就
学
前
の
子
ど

も
）
は
人
数
、
年
齢
を
併
せ
て
申

し
込
み
を
。

※
手
話
・
要
約
筆
記
字
幕
付
き
で

す
。

問
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

３
３
返
７
２
４
・
１
１
８
７
、
中

央
公
民
館
辺辺
７
２
８
・
０
０
７
１

返
７
２
８
・
０
０
７
３

設
立
　
周
年
を
記
念
し
て
、　
月

３０

１０

　
日
に
会
員
１
１
２
人
が
町
田
・

１１鶴
川
・
成
瀬
の
３
駅
周
辺
で
、
道

路
標
識
な
ど
の
看
板
を
清
掃
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま

し
た
。

お

詫

び

　
本
紙
　
月
　
日
号
５
面
掲

１１

１１

載
の
「
固
定
資
産
税
（
家
屋
）

の
減
額
に
つ
い
て
」
の
記
事

中
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

省
エ
ネ
改
修
に
伴
う
減
額
制

度
の
対
象
は
、
正
し
く
は

「
２
０
０
８
年
１
月
１
日
以

前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
（
賃

貸
住
宅
を
除
く
）」
で
す
。

　
訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま

す
。

問
広
報
広
聴
課
辺辺
７
２
４
・

２
１
０
１
返
７
２
４
・
１
１

７
１

　
月
下
旬
は
、
清
掃
工
場
へ
の
ご
み
の
持
ち
込
み
件
数
が
大
変

１２多
く
な
り
、１
時
間
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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 家
庭
的
保
育
者

（
保
育
マ
マ
）を
募
集

　
市
で
は
、
多
様
化
し
て
い
る
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
集

団
保
育
と
異
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
家
庭
的
保
育
者
（
保
育

マ
マ
）
を
募
集
し
ま
す
。

年
末
の
ご
み
の
持
ち
込
み
は
お
早
め
に
外
 

　
辺辺
７
９
７
・
２
７
３
２

　
返
７
９
７
・
６
１
９
３

主
な
要
件
市
内
に
居
住
す
る
心
身

健
全
な
　
歳
～
　
歳
で
あ
る
こ
と

２５

６１

（
　
歳
に
達
し
た
年
度
の
３
月
　

６２

３１

日
ま
で
の
方
を
含
む
）、
保
育
士

・
看
護
師
・
保
健
師
・
助
産
師
・

教
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

し
、
保
育
経
験
が
あ
る
こ
と
、
現

在
６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
な
い
こ
と

※
そ
の
他
の
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

業
務
開
始
２
０
１
１
年
２
月
１
日

業
務
内
容
市
内
の
保
護
者
が
勤
め

て
い
る
な
ど
の
理
由
で
保
育
で
き

な
い
家
庭
に
代
わ
っ
て
、
生
後
８

週
間
以
上
３
歳
未
満
の
児
童
３
人

（
補
助
者
が
い
る
場
合
は
５
人
）

を
居
宅
で
預
か
り
、
保
育
を
実
施

保
育
時
間
原
則
と
し
て
月
～
土
曜

日
の
午
前
７
時
～
午
後
６
時
の
う

ち
の
８
時
間

募
集
人
員
　
人
（
立
地
条
件
等
を

１０

含
め
た
審
査
を
実
施
）

※
　
月
３
日
午
後
１
時
　
分
か
ら

１２

３０

市
役
所
本
庁
舎
地
下
特
別
会
議
室

で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
希
望
者

は
　
月
１
日
ま
で
に
電
話
で
子
育

１２
て
支
援
課
（
辺辺
７
２
４
・
２
１
３

８
）
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

奄
美
大
雨
災
害
義
援
金

　
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
で
は
福
祉
総
務
課
、

市
民
課
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
町

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
義
援
金

箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
月
　
日
（
火
）
ま
で

１１

３０

【
送
金
方
法
】

①
郵
便
振
替

口
座
番
号
０
１
７
６
０
倆
９
倆
　６５

加
入
者
名
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島

県
支
部

※
通
信
欄
に
「
奄
美
大
雨
災
害
」

と
明
記
し
て
下
さ
い
。

※
受
領
書
の
発
行
を
希
望
す
る
場

合
は
、
通
信
欄
に
「
受
領
書
発
行

希
望
」
と
明
記
し
て
下
さ
い
。

②
銀
行
へ
直
接
振
り
込
み

口
座
番
号
鹿
児
島
銀
行
鴨
池
支
店

普
通
口
座
、
６
６
４
１
５
５

口
座
名
義
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島

県
支
部
・
支
部
長
　
伊
藤
祐
一
郎

※
銀
行
窓
口
で
「
　
月
　
日
の
奄

１０

２０

美
大
雨
災
害
義
援
金
」
で
あ
る
事

を
申
し
出
て
下
さ
い
。

③
現
金
書
留

送
付
先
日
本
赤
十
字
社
鹿
児
島
県

支
部
〒
　
―
０
０
６
４
、
鹿
児
島

８９０

市
鴨
池
新
町
１
―
５
、
辺辺
０
９
９

・
２
５
２
・
０
６
０
０

※
現
金
書
留
に
「
救
助
用
」
と
明

記
し
て
下
さ
い
。

※
郵
便
料
金
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

問
日
本
赤
十
字
社
東
京
都
支
部
辺辺

　
・
５
２
７
３
・
６
７
４
３
、
町

０３田
市
福
祉
総
務
課
辺辺
７
２
４
・
２

５
３
７

町
田
市
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

管
理
セ
ミ
ナ
ー

【
大
規
模
修
繕
工
事
の
進
め
方
】

対
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
役

員
、
区
分
所
有
者
の
方
等

日
　
月
　
日
（
日
）
午
後
２
時
～

１２

１２

５
時

場
健
康
福
祉
会
館

内
長
期
修
繕
計
画
の
作
成
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
、
個
別
相
談

定
　
人
（
申
し
込
み
順
）

５０

　
市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
２
０

１
０
年
度
の
技
能
功
労
者
・
永
年

勤
続
従
業
員
の
表
彰
式
を
　
月
　

１１

１８

日
に
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
行
い
、

そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。　

　
技
能
功
労
者
は
、
永
く
同
一
の

職
業
に
従
事
し
、
技
能
・
技
術
の

鍛
錬
、
後
進
の
指
導
育
成
に
あ
た

り
、
市
民
生
活
の
向
上
、
産
業
の

振
興
に
顕
著
な
功
績
を
収
め
て
い

る
技
能
者
の
方
が
対
象
で
す
。
今

年
度
表
彰
さ
れ
た
方
は
　
人
で

１５

す
。
　
永
年
勤
続
従
業
員
は
、
市
内
の

同
一
事
業
所
に
永
年
に
わ
た
り
勤

務
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。
今

年
は
　
年
の
勤
続
が
　
人
、　
年

３０

１６

２０

以
上
の
勤
続
が
　
人
、　
年
以
上

３６

１０

の
勤
続
が
　
人
、
合
計
　
人
が
表

３３

８５

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
技
能
功
労
者
は
次
の
方
々
で
す

（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

【
東
京
都
建
設
組
合
】
佐
藤
利
 

治
、【
東
京
都
理
容
生
活
衛
生
同

業
組
合
】
斉
藤
正
雄
、【
東
京
土

建
一
般
労
働
組
合
町
田
支
部
】
杉

原
信
夫
▽
野
口
満
男
▽
百
澤
昭
範

▽
河
合
洋
▽
泉
隆
▽
大
本
茂
輝
▽

渡
部
孝
広
▽
山
崎
新
一
▽
長
谷
川

正
晴
、【
堺
建
築
組
合
】
廣
井
和

男
、【
町
田
電
気
工
事
協
同
組
合
】

岩
立
省
吾
▽
八
木
司
、【
建
設
ユ

ニ
オ
ン
多
摩
支
部
】
萩
原
秋
義

問
産
業
観
光
課
辺辺
７
２
４
・
２
１

２
９
返
７
２
４
・
１
１
８
５

技
能
功
労
者
・
永
年
勤
続
従
業
員
表
彰

申
電
話
で
住
宅
課
（
辺辺
７
０
９
・

０
５
７
９
）
へ
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
お

問
い
合
わ
せ
は
返
７
０
９
・
０
５

８
６
へ
。

悪
質
な
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
を

作
成
し
ま
し
た

　
悪
質
な
訪
問
販
売
に
関
す
る
相

談
が
、
例
年
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

特
に
高
齢

者
の
方
の

被
害
が
多

数
を
占
め

て
い
ま

す
。
こ
う

し
た
被
害

を
防
ぐ
た

め
、「
悪

民
相
談
室
（
市
役
所
本
庁
舎
１

階
）
で
配
布
中
で
す
。

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
辺辺
７
２
５

・
８
８
０
５
返
７
２
２
・
４
２
６

３

申し込み定　員会　場日　時会議名

事前に福祉総務課
（辺辺７２４・２１３３返７２４・
１１８７）へ

５人
（申し込み
順）

森野分庁舎２
階第３会議室

１１月２４日（水）午
後２時～４時

第５期町田市福祉のま
ちづくり推進協議会第
２回心と情報のバリア
フリー部会

電話またはＦＡＸで
介護保険課（辺辺７２１･
３１３６返７２１・０９１３）へ

４人
（申し込み
順）

健康福祉会館
２階健康教育
室

１１月３０日（火）午
後６時３０分から

２０１０年度第４回町田市
地域密着型サービス運
営委員会

質
な
訪
問
販
売
お
断
り
シ
ー
ル
」

を
作
成
し
ま
し
た
。
シ
ー
ル
は
、

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
町
田
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
３
階
）、
各
市
民
セ

ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン
タ
ー
、
市

多
く
な
り
１
時
間
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

ご
み
の
持
ち
込
み
は
　
月
中
旬
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

１２

○意見の募集期間：８月２日～３１日
○応募者数：１０人、１団体
○意見件数：９０件（前文や条例制定
の目的に関するもの　１５件／自治の
基本理念や基本原則に関するもの　
９件／市民の役割に関するもの　９
件／市の役割に関するもの　１２件／
自治を推進するための制度や仕組み
に関するもの　１６件　ほか）
　いただいたご意見の概要と市の考
え方をいくつかご紹介します。詳細
は町田市ホームページでご覧いただ
けます。また、企画政策課（市役所
本庁舎３階）のほか、次の窓口でも
資料を配布します。
　市民相談室（市役所本庁舎１階）、
市政情報やまびこ（市役所中町分庁
舎１階）、市民協働推進課（町田市民
フォーラム３階）、各市民センター、
木曽山崎・玉川学園文化の各センタ
ー、各市立図書館、町田市民文学館

市の考えご意見の概要

「協働型社会」とは、市民を主体として、市民と
市または市民同士が協働してまちづくりを推進す
る社会であると考えており、この趣旨がわかるよ
うに条文化をしたいと考えています。また、「自己
責任、自己決定」という考え方は、自治の概念に
含まれていると考えています。

より成熟した「協働型社会」の実
現を図るという表現は 曖  昧 であ

あい まい

り、「市民自治の確立を図ること」
こそ、自治基本条例の第一の目的
にすべきである。また、「自己責
任、自己決定による自治の運営を
実現する」という条文も必要であ
る。

市長その他の執行機関の役割を明確にするため、
条文化にあたっては、「市の役割」を「議会の役
割」と「市長等の役割」に分けて規定したいと考
えています。

市の役割を「市議会の役割」、「市
長の役割」、「市の執行機関の役割」
に分け、具体的にすること。

市民参加や協働を推進するための取り組みとして
は、情報公開条例やパブリックコメント実施要綱
など、個別の例規を制定して取り組んでいるとこ
ろです。また、自治基本条例の趣旨に沿った新た
な取り組みについては、２０１１年度に策定する中期
経営計画（市政運営の基本となる５か年の計画）
に反映していく予定です。

住民の参加と協働による住民自治
を推進するための仕組みを、具体
的に規定する必要がある。

　市では、町田市自治基本条例の策定にあたり、
皆さんのご意見を募集しました。実施結果の概要
は以下のとおりです。貴重なご意見をお寄せいた
だき、ありがとうございました。いただいたご意
見は、本条例の制定及び今後の市政の参考にさせ
ていただきます。

（仮称）町田市自治基本条例（素案）
ご意見ありがとうございました

問企画政策課辺辺７２４・２１０３

　「
町
田
市
一
般
廃
棄
物
資
源
化

基
本
計
画
（
中
間
答
申
）」
が
ま

と
ま
り
、　
月
　
日
に
町
田
市
廃

１１

１１

棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
会
長
の

細
見
正
明
氏
（
東
京
農
工
大
学
大

学
院
教
授
）
か
ら
市
長
へ
答
申
が

あ
り
ま
し
た
。

　
同
審
議
会
は
、
町
田
市
の
今
後

　
年
間
の
ご
み
の
処
理
や
資
源
化

１０の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
た

め
に
、
２
０
０
９
年
６
月
に
設
置

し
た
も
の
で
す
。

地
域
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

　
同
審
議
会
は
市
内
５
会
場
で
、

町
田
市
一
般
廃
棄
物
資
源
化
基
本

計
画
の
審
議
内
容
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
「
地
域
懇

談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
左
表
の

日
程
で
行
い
ま
す
。
直
接
会
場
へ

お
い
で
下
さ
い
。

問
環
境
総
務
課
辺辺
７
９
７
・
７
１

１
２
返
７
９
７
・
５
３
７
４

町
田
市
一
般
廃
棄
物
資
源
化

　

基
本
計
画（
中
間
答
申

）が
ま
と
ま
り
ま
し
た

町
田
市
一
般
廃
棄
物
資
源
化

　

基
本
計
画（
中
間
答
申

）が
ま
と
ま
り
ま
し
た
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襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

襖
鴬

横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横
横

地域懇談会　日程表
日　　時会　　場

１１月２３日（祝）
午前１０時から

市役所本庁舎特別会議
室

１１月２９日（月）
午後７時から

鶴川市民センターホー
ル

１２月２日（木）
午後７時から堺市民センターホール

１２月４日（土）
午前１０時から

町田市リサイクル文化
センター研修室

１２月８日（水）
午後７時から

なるせ駅前市民センタ
ー第一会議室

　
不
登
校
、
非
行
、
勉
強
や
進
路

の
悩
み
、
親
と
子
の
関
係
な
ど
で

お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

時
間
午
前
　
時
～
正
午

１０

申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
教
育
セ

ン
タ
ー（
辺辺
７
９
２
・
６
５
４
６

返
７
９
１
・
０
３
５
９
）
へ
。

　
月
２
日
（
木
）
＝
鶴
川
市
民
セ
ン
タ
ー

１２　
月
７
日
（
火
）
＝
な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

１２　
月
９
日
（
木
）
＝
忠
生
市
民
セ
ン
タ
ー

１２　
月
　
日
（
火
）
＝
堺
市
民
セ
ン
タ
ー

１２

１４

　
月
　
日
（
木
）
＝
南
市
民
セ
ン
タ
ー

１２

１６

出張
教育相談

パブリック
コメント
公　表


